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⑥当初の研究目的（交付申請書に記載した研究目的を簡潔に記入してください。） 

 
本研究の目的は、日本の稲作農耕の始まりと展開について、高精度炭素 14 年代測定法を用いて実年代

を確定し、弥生文化を新しい年代に位置づけることである。 

また、日本の生活基盤の中心である稲作文化がこれまでよりも約 500 年間遡ることになれば日本歴史に

ついて新たな枠組みを提供することになる。これらの研究を通して日本歴史及び日本の農耕文化の受容の

ありかたと起源を考えるための新たな研究分野の創成も目指した。 

この研究を具体的に進めるために以下の研究方法を定めた。 

 

１．日本列島各地の弥生土器の型式年代を確定する。その方法は弥生土器に付着する炭化物を採取し、加

速器質量分析計（AMS）を用いて炭素 14 年代を測定し、それを実年代に較正する方法を用いる。 

２．九州北部から中国・近畿地方など、日本列島各地の稲作農耕の伝播の時期を確定する。そして各地の

縄文社会から弥生文化への変化のプロセスを明らかにする。 

３．考古学資料への炭素 14 年代測定法の応用に関連する諸問題を検討する。例えば土器付着炭化物の由

来と年代較正への影響、また土器付着炭化物の同位体分析などである。 

４．日本歴史の流れを実年代で示すことにより日本の歴史を東アジア史及び世界史の中に位置づける。

⑦これまでの研究経過 
１．本研究は、学術創成研究費の趣旨の３つの観点のうち、どの観点に主眼を置いて研究を行っているかについてお書きください。 
２．研究の進捗状況について、必要に応じて図表等を用いながら、研究組織内の連携状況を含め、具体的に記入してください。 
 

１．本研究は、3 つの観点のうち、独創的・革新的・学際的学問領域を創成する点に特徴がある。 
本研究の主な目的は、水田稲作農耕の起源とその伝播を明らかにすることである。そのために考古学

者と年代測定研究者やその他の自然科学者が協力して総合的にかつ有機的に研究を進める必要がある。

そこで当初の２年間は、国立歴史民俗博物館の考古学者と年代測定研究者を中心に、東北アジアをフィ

ールドとする考古学者および加速器質量分析計設置機関の研究者を加えた組織とした。 
研究方法は、考古学上の土器型式つまり相対的な年代が明らかな土器に付着する炭化物や、遺跡から

出土する植物種子や木炭などを試料として加速器質量分析計（ＡＭＳ）法により年代測定を行うことと

した。その結果得られた年代測定値を暦年に較正して、実年代を推定し、考古学的な枠組みを再構築す

ることによって、水田稲作農耕の起源とその伝播を明らかにする方法を用いた。以上の研究を実施する

ために、ＡＢＣの３つの柱を立てて研究を進める

こととした。その内容は以下のとおりである。 
Ａ）弥生農耕の起源を探るための高精度年代測定 
Ｂ）周辺諸地域における当該期の高精度年代測定 
Ｃ）高精度炭素 14 年代の基礎的研究 

 
２．その研究経過は以下のとおりである。 

1）平成 16・17 年度に、西日本を中心に日本各地

の縄文時代後期～弥生時代の遺跡出土の年代測

定用の資料を、約 300 遺跡 3,600 点を収集した。

（考古学関係者） 
２）測定用試料の汚染除去と前処理を実施し、加速

器による測定機関と共同して、年代測定を実施し

た。平成 16 年度は約 600 点、平成 17 年度は約

1,000 点の年代測定を実施した。さらに、年代測

定値の精度の向上にも努めた。（自然科学的分析

担当者・図 1 参照） 
図１ 主な研究の流れ 
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⑦これまでの研究経過 つづき 

３）測定試料の一部について炭素・窒素などの含有量および同位体比測定をそれぞれの測定機関に依頼

し、試料の内容に関しての研究を行った。 
４）A 項目の成果として九州北部での弥生農耕(水田稲作)の始まりは、紀元前 900 年ころと推測された。

  この研究の過程で、各地の弥生土器の年代について、絶対年代を決める作業を続けている。 
５）Ｂ項目の周辺諸地域との関係では、韓国及びロシアの年代測定を行った。しかし、相手国の事情に

より公表できないデータもある。中国の資料については、中国社会科学院考古研究所と共同研究協定

を結び、平成 17 年度に 2 名の研究者を招聘し試料の前処理の方法を研修していただいた。平成 18 年

度から中国の遺跡出土資料の年代測

定を開始することとした。 
６）Ｃ項目については土器付着炭化物の

内容分析を進めている。海の産物に由

来する試料についての海洋リザーバ

ー効果については、炭素･窒素同位体

組成比や含有量比の分析による検討

を進めている。 
7）この研究の過程で、炭化物の分析か

らヒエ・アワなどの雑穀の利用につい

ても検討できる可能性があることが

分かった。 
８）また年代測定値から実年代への較正

は現在世界基準（IntCal04）を用いて

いるが、日本列島の地域性を考えるた

めに、日本版の較正曲線の作成に着手

した。現在のところ、日本の較正曲線

も世界基準と大きくずれていないと

推測される。（図 2 参照） 
 

以上に述べたように、この研究のプロセスには考古学者と自然科学者がさまざまな場面で相互に意見を

交換し、データの解釈にかかわっている。これには、本博物館の考古学者だけではなく、全国の考古学関係

者が参加している。また、われわれは試料の前処理は自分の研究室で行うが、加速器質量分析計を持たない

利点を生かして、同一の試料を複数の機関で測定するなど、測定方法と測定値についてさまざまな検証を行

っている。このような資料収集と測定結果の検討までひとつのチームで行っている組織は世界的にみても新

しい取り組みである。 
 
その他の活動 
この研究成果を公表するために、各地の資料提供者や研究協力者を交えた研究集会を各地で年 2～３回行

うとともに、一般市民にも研究成果を公表するための報告会を年度末に開いている。試料の前処理の方法や

加速器質量分析計を用いた年代測定（AMS 法）の原理についてビデオ映像を作成して、各報告会などで公

開している。 
また、年 2 回ニュースレターを発行するとともに、年度末には各年度の報告書・一般読者向けの図書も刊

行した。その中には年代測定値と暦年較正年代をデータベースとして収録し公開している。さらに、国立歴

史民俗博物館のプロムナード展示室で炭素 14 年代測定の研究として展示を行った。2004 年 12 月には国際

研究集会を開催し、2006 年 1 月には第一回東アジア AMS 国際シンポジウム(EAAMS-1)の主催をしている。

そのほか、多くの国際学会、国内の学会・研究会で成果を発表している。 
これまで得られた成果については、海外および国内の論文誌にそれぞれ４論文（計８論文）の投稿または

投稿準備をすすめているところである。 

図２ 日本産樹木年輪試料の炭素 14 年代と IntCal04 
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⑧特記事項 
これまでの研究において得られた、独創性・新規性を格段に発展させる結果あるいは可能性、新たな知見、学問的・学術的なインパ

クト等特記すべき事項があれば記入するとともに、推薦者の期待がどの程度達成されつつあるかについて記入してください。 
 
１．日本の最初の水田稲作の開始期を、莫大なデータにもとづいて地域毎に明らかにしつつある。 
２．各地の弥生土器型式の絶対

年代を調べることにより、

九州北部に始まった水田稲

作が、中国・四国地方には

約 100 年遅れて伝わり、近

畿地方には更に約 200年遅

れて伝わったと推測される

ようになった（図３）。縄文

文化から弥生文化への移行

が急激なものではなく、

徐々に受け入れられたと推

測される。 
３．この研究の特徴は土器付着

炭化物（焦げ・煤）の年代

測定により土器使用の年代

が直接得られ、莫大なデー

タ収集が可能になったことである。この方法が体系的におこなわれている例はほとんどなく、世界的

に新しい取り組みとなっている。人間の観察による土器編年と自然科学的な年代測定は整合性を持っ

ており、縄文土器・弥生土器の年代をはじめて詳細に議論できるようになってきた。 
４．その結果、土器型式による相対編年から絶対年代による研究が可能となり、日本文化を東アジアや世

界史の中に位置図けることが可能となった 
５．年代測定に用いる土器付着炭化物の内容について検討した。たとえば、海産物によって年代が古くな

る海洋リザーバー効果の問題について同位体分析を用いて検討した。その結果はまた各地域の海の生

物の食料利用の程度を明らかにすることにつながろう。 
６．さらに同位体分析を進めるうちに、ヒエやアワなどの雑穀文化が弥生時代中期には存在したことがわ

かった。この雑穀の利用がどのようなルートでもたらされ、どの時期まで遡るかについてはさらにデ

ータの蓄積が必要である。 
７．縄文時代後期・晩期における雑穀栽培の有無を確認するため、出土品に混じって検出された炭化種実

の個体ごとの年代測定を多くの事例でおこなってきたが、いずれの遺跡においても後世の作物種の汚

染であることが明らかになった。現在まで検出された穀物の種実が確実に弥生時代以前に遡る結果は

得られていない。 
８．この研究では日本版較正曲線の作成を行っているが、これは、より正確な年代測定のために不可欠な

作業である。今後、弥生時代以降近世にかけての年代は、誤差±20 年のレベルで測定が可能となるで

あろう。 
９．弥生時代が紀元前 900 年ごろに始まったとすれば、その渡来経路が問題となる。これまで韓半島を経

て水田稲作が伝わったことは確実とされてきたが、水田以前の農耕が中国大陸から伝来した可能性も

考えられる。また、幾度かにわたって新しい農耕文化が伝来した可能性もある。このことは弥生文化

や古墳文化をもたらした渡来人の故地に関係し、日本文化そのものの由来を考える上で非常に重要な

項目となる。 
10．我々の研究による新しい年代観により、鉄器や青銅器の日本への伝来が問題となり、考古学会を中心

に日本と大陸との関係を含めた様々な議論を巻き起こす結果となっている。このことは考古学だけの

問題ではなく、一般市民によっても注目されている。 
11．これの研究を通じて、考古学における炭素 14 年代測定の意義が理解されるようになるとともに、学

会・研究会において年代研究に関する話題が頻繁に取り上げられ、考古学・文化財科学分野の活性化

に寄与した。 
 

図３ 農耕の拡散図（括弧内は従来の年代観） 
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⑨研究成果の発表状況 
この研究費による成果の発表に限り、学術誌等に発表した論文（投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限りま

す。）の全著者名、論文名、学協会誌名、巻（号）、最初と最後のページ､発表年（西暦）、及び国際会議、学会等における発表状況につ

いて、２頁以内に記入してください。 
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